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官民連携の実績等（このような取組みが出来る、又は、実施している。） 

【小水力発電事業導入の提案】 

水道事業を取り巻く環境は、年々厳しいものとなっております。ライフラインを担う施設にお
いても環境対策に配慮するよう、利用者要望が高まっています。また人口減少社会を迎えた今日
において、水道事業を健全に維持していくための施策が急務となっております。 

弊社では有効な対策案として、“再生可能エネルギー固定価格買取制度”を活用した小水力発
電導入を提案致します。そのメリットは次の通りです。 

① 再生可能エネルギーの導入により、水道事業における環境対策をアピール 

② 固定価格買取制度を活用する事で、高い事業収益を得る。 

【日本工営が提供できるサービス】（ワンストップサービス） 

小水力発電導入に必要な全ての工程（STEP）を、日本工営単独で提供する事ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小水力発電事業の実施】 

弊社と鹿児島県伊佐市との協働事業で「新曾木発電所」の事業化を進めています。現在、発電
所の建設工事中で、平成 24 年 9 月 3 日付で、経済産業大臣より再エネ発電設備の認定通知書を
受領しました。小水力発電事業導入資金については、日本工営が 100％を出資、伊佐市について
は人的支援の範囲でご対応頂いています。 ※2 枚目にパンフレットを掲載しています。 

水道事業者等への要望、官民連携における課題 

【官民連携における課題】 

・小水力発電事業を官民連携で導入するに当り、民間企業に求められる資質は多岐に渡ります。

共同企業体として資質を満足する事も可能ですが、不測事態への対応等を考えますと、単独企業

であれば迅速な対応が可能となります。 

その他 

工程単位での検討依頼にも対応致します。太陽光発電導入についても検討致します。 

  

STEP1：事業実現性検討 STEP2：官民連携手法の提案 STEP3：設計・各種申請 

STEP4：発電機製作 STEP5：発電施設建設工事 STEP6：発電施設運営管理 
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